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信
友
の
遍
照
院
と
羽
掛
神
社  

 
 
 
 

ヘ
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン
・
ハ
ガ
ケ
ジ
ン
ジ
ャ 

 
 

羽
掛
神
社 

信
友
の
字
羽
掛
前

に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
る
。
元
村

社
で
山
の
麓
に
あ
り
、
本
殿
は
最

近
改
修
さ
れ
て
あ
た
ら
し
く
な
っ

て
い
る
。
羽
掛
の
祭
神 

長
白
羽

命
（
な
が
し
ら
は
の
み
こ
と
）
伊

勢
神
宮
に
奉
納
す
る
荒
妙
（
あ
ら

た
え
）
を
織
っ
た
神
麻
続
部
（
か

ん
お
み
べ
）
の
祖
神
と
さ
れ
、
白

い
衣
類
を
白
羽
と
呼
ん
だ
の
は
長
白
羽
神
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。 

 

 

こ
の
神
社
の
由
緒
由
来
と
し
て
、
「
当
社
の
儀
は
、
過
年
来
米
田
庄

十
ヶ
村
に
し
て
信
仰
来
る
社
に
御
座
候
え
ど
も
、
創
建
年
月
日
不
詳

な
り
。
然
れ
ど
も
万
治
二
年(

千
六
百
五
十
九)

九
月
再
建 

米
田
十
ヶ
村
と
棟
札

に
記
載
之
有
り
候
」
と
あ
る
。
祭
神
は
白
い
衣
類
に
関
係
し
、
織
物
の
神
と
さ
れ

る
。 

 
 
 

羽
掛
神
社
の
神
宮
寺
と
さ
れ
る
の
が
、
裏
手
の
丘
陵
地
に
あ
る
遍
照
院
（
へ
ん

し
ょ
う
い
ん
）
で
あ
る
。
神
仏
習
合
の
名
残
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
空
海
の
開

い
た
真
言
宗
系
寺
院
で
あ
る
。羽
掛
神
社
の
裏
手
の
坂
を
上
が
っ
た
場
所
に
あ
り
、

お
寺
と
い
う
雰
囲
気
は
な
い
普
通
の
建
物
で
あ
る 

注 

神
宮
寺
は
、
神
仏
習
合
に
お
け
る
寺
院
に
あ
た
る 

 

一
般
に
は
寺
が
神
社
の
神
官
を
務
め
る
。
平
安

期
の
創
建
と
思
わ
れ
る
。 

 

寺
の
庭
園
に
は
周
辺
に
観
音
の
石
仏
が
池
を
ぐ
る
り
と
取
り
巻
い
て
い
る
。
美

濃
加
茂
市
史
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
南
北
朝
か
ら
室
町
期
と
さ
れ
る
宝
篋
印
塔
等
と
さ
れ
て
い
る
。
寺
院
が
丘
陵

の
尾
根
の
部
分
に
あ
り
、
神
社
は
沖
積
面
と
の
接
点
に
あ
る
。
一
般
に
は
隣
接
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
場
合

は
、
ど
ち
ら
か
が
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。
下
米
田
地
域
で
は
、
両
者
と
も
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 
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